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2020年3月、広島県が一丸となって新型コロナ感染防
止対策に取組む中、Ｊリーグクラブだからこそできる形で、

ホームタウンである広島を守り、支えていくための方策の検討を開始した。
まず、広島のサッカーの歴史に着目した。75年は草木も生えぬと言われた
被爆からわずか2年後に、広島高等師範学校付属中学が優勝するなど広島
の学校が次々と全国制覇し、復興を目指す県民・市民に勇気を与えた。サッ
カーには希望を引き出す力がある点を広くアピールすることにより、共感者、
協働者を募るとともに、県民に一丸となって苦境を乗り越えようというメッ
セージとして発信した。
次に、キャッチコピーは合言葉として使えるよう、「ひろしまの力を合わせて
Save Hiroshima」に決定した。 ロゴは、広島県の地図を小さなドットで表
現し、一人一人の力を結集して、この難局を乗り切る思いを表現。「力」はクラ
ブの由来でもある３本の矢を用いてデザイン。 親しみやすいロゴマークで好
評を博した。 これらは、地元紙・中国新聞の全面に社長直筆の手紙として掲
載。「広告賞年間グランプリ」をいただくなど、大きなインパクトを与えること
となった。
キャンペーンの取組については、広島県、広島市等の行政側とも協議を繰
り返し、できることから始めることとした。 その主な取組は次のとおり
① 活動に当たり、キャッチコピーを入れたＴシャツを製作・販売し、 キャン
ペーンの参加を呼び掛けた。多くの企業や県民が協力。Tシャツの売上の
一部（100万円）をコロナ対策費として、県に寄付。
② 「Stay･Home～がんばろう広島～地域応援プロジェクト」として、 テイ
クアウトを行っている飲食店の情報やマップ、商店街のチラシ等を、HＰ等
のSNSで幅広く紹介し、地域の活力アップを目指した。
③ 医療従事者に敬意とエールをお送りするため、Jリーグアドバイザーの
大毛教授が勤務されている広島大学病院を城福監督ほか５選手が訪問
した。「ありがとうございます。Sanfrecce」の横断幕を掲げて激励。
病院長より病院職員の励みとなり、頑張ろうというメッセージとなった。」
と感謝していただいた。また、数名の選手が、医療機関へマスクを贈呈
した。

さらにホームゲームでは、試合終了後、毎試合、選手全員で、医療関係者
の皆さんへ感謝を伝える横断幕を掲げ、ピッチを1周している。
④ コロナ対策に係る県民・市民への行政情報等をクラブのＳＮSで拡散。
行政に比べ、はるかにアクセス数が多い当クラブのSNSを活用すること
により、情報の攪拌という観点で貢献できたと考えている。逆に、クラ
ブHPで公開している選手のメッセージ、ストレッチ等の動画を行政に
も提供・リンクし、ステイホームに役立てる取組を行った。
⑤ 各種スポーツイベントが中止となり、スポーツをする機会を失っていた
子どもたちに対し、親子で楽しく体を動かしながら、プロスポーツ選手
と触れ合える機会を設けるため、行政と共同で親子サッカー教室を開催。
参加者からは親子での思い出作りができたと好評を博した。
⑥ 県北の地域の活性化のため、国営備北丘陵公園と共催で、シルバー
ウィークの４日間、サンフレッチェ広島応援イベントを開催した。子供た
ちのダンス等の発表会が軒並み中止され、 屋外のステージで発表の機会
を提供。天候にも恵まれ、多くの方に楽しんでいただいた。
以上、キャンペーンの主なものを羅列したが、選手とのふれあい等人と人の
接触が制限される中で何ができるかが、大きな課題であった。クラブとして
は、2018年に発生した西日本豪雨災害の時も、「がんばろう！広島」キャン
ペーンとして同様にTシャツを作成し、被災地の子供たちを中心にサッカー教
室や募金活動など被災地支援事業を展開した。
今回は、その時の取組をステップに、苦境を乗り切るためのメッセージとし
て、広島サッカーの復興の歴史を紹介するとともに、具体的な施策としては、
感染防止対策を万全にした屋外でのイベント、アクセス数の多いSNSの活用、
「ひろしまの力を合わせて Save Hiroshima」というクラブ統一のメッセー
ジをポスターなどすべての刊行物に挿入するなどの取組を展開した。
今回の取組は一定程度の評価いただいたと認識しているが、今後は、取組
の中で、商店街等地域や行政との連携などで習得したノウハウを活かした、
さらなるシャレン活動の充実に取り組んでいきたいと考えている。
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県内全域

活動場所

広島県、広島市、東広島市、国営備北丘陵公園、
広島大学病院等

協働者名

企業、行政、飲食店、商店街、
医療関係者等

協働者

コロナ対策

カテゴリー（SDGs）／取り組みテーマ

活動詳細情報はこちら https://www.sanfrecce.co.jp/news/hometown/2966

https://www.sanfrecce.co.jp/news/event/3019

https://www.sanfrecce.co.jp/news/hometown/3367

https://www.sanfrecce.co.jp/aso/community-support/

https://www.sanfrecce.co.jp/news/hometown/2732
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